
ワーキンググループの設置について（案） 

 

 

１． ワーキンググループの任務  

 ワーキンググループでは、「地球温暖化問題への対応に向けたＩＣＴ政策に関

する研究会」（以下「研究会」という。）における検討内容をより専門的観点か

ら深めた議論を行う。 

 研究会に以下２つのワーキンググループ（以下「ＷＧ」という。）を設置する。 

 

１）評価対応ＷＧ 

２）技術開発ＷＧ 

 

 

２． ＷＧの検討内容  

１）評価対応ＷＧ 

① ＩＣＴ分野における電力消費量、ＣＯ２排出削減効果の予測 

・ ＩＣＴによる環境負荷低減事例の募集・検証 

・ 京都議定書約束期間終了年である２０１２年までのＩＣＴ分野の

電力消費量、ＣＯ２排出削減効果予測 

②  ＩＣＴによるさらなるＣＯ２排出削減に向けた方策 

・ ＩＣＴのトレンドを踏まえた環境貢献アプリケーションの検討 

・ 企業・家庭等における環境にやさしいＩＣＴ利活用促進のための

インセンティブ付与のあり方 

③  ＩＣＴ分野における地球温暖化問題への対応に向けた国際的な貢献

方策 

・ ＩＣＴのグローバル性も考慮した国際的な対応方策 

・ ２０３０年、２０５０年など長期的視点に立った提言 

 

２） 技術開発ＷＧ 

① ＣＯ２排出削減に資するＩＣＴ研究開発課題 

・ ＣＯ２排出削減に有効な新たなＩＣＴシステム 

・ ＣＯ２排出削減に有効なＩＣＴシステムの実現に向けて開発すべ

き技術開発課題 
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３． ＷＧの主査、構成員  

１）各ＷＧの主査は研究会座長が指名する。 

２）各ＷＧの主査が当該ＷＧを主宰する。 

３）各ＷＧは当該ＷＧ主査が指名する者から構成する。 

 

 

４． 開催期間等  

 研究会の第１回会合の開催日以降、最終回の研究会の開催日までをＷＧの開

催期間とし、月１～２回程度で必要に応じて開催する。 

 

 

５． 庶務  

 評価対応ＷＧの庶務は情報通信政策局情報流通振興課情報流通高度化推進室

が行う。 

 技術開発ＷＧの庶務は情報通信政策局技術政策課が行う。 

 


